
金沢市幼児教育センター開設準備検討会の開催について 
 

１．設置目的 

幼稚園及び保育所等と小学校の連携強化や、幼稚園教諭及び保育士の研修の充実を図るた 

め、拠点となる幼児教育センター（仮称）の 2020年度開設を目指し、センターの機能や体制 

について検討する。 （第１回 令和元年５月 13日開催）  

 

２．背景  

 （１）民間園を中心とした幼児教育の取り組み 

戦前から民間篤志家によって設立、運営されている善隣館のほか、高度経済成長期の 

保育所の増設も民間施設を中心に行われ、現在も市内の幼児教育・保育施設のほとんど 

が、民間園であり、それぞれの園が独自に特色ある幼児教育に取り組んでいる。 

 

 （２）高等教育機関による人材育成と支援 

    保育士・幼稚園教諭・小学校教諭の養成課程を有する高等教育機関が市内及び近隣に 

多く存在し、人材育成・輩出のほか、幼児教育向上のための支援を実施。 

 

 （３）東京大学との協定締結 

東京大学大学院教育学研究科と金沢市との間で、幼児教育の推進・研究等に関する連 

携協定を締結。 

 

（４）国・県の取り組み 

国では、幼児教育アドバイザーの配置や幼児教育センターの設置を推進。 

石川県では、幼児教育センターを設置し、幼児教育アドバイザーを育成。 

 

３．幼児教育センター開設のイメージ  

  本市の幼児教育に求められる役割 

○ 幼児教育の果たす役割 

幼児期に培った忍耐力や自信、社会性などの「非認知能力」は、その後の小学校に 

おける学習意欲にもつながるともいわれている。 

  

○ 本市における幼児教育の更なる発展 

保育士、幼稚園教諭を支援して、その指導レベルとモチベーションを高めるととも 

に、幼児教育の独自性や先進性をさらに発展させることが必要である。 

 

○ 幼保小連携の必要性 

幼児教育から小学校教育へ子どもたちが円滑に移行できるよう、幼児教育・保育施 

設と小学校が連携・接続を強めることが求められている。 

 

○ 教育プラザにおける幼児教育関連の取り組みの推進 

平成 15年、教育と福祉が連携し、子どもの健全育成を支援する拠点施設として開 

設し、金沢の子どもたちの健やかな育ちを一貫してサポートしている。 

 

 

 

 

 

 

金沢市幼児教育センター（仮称） 

保育士・幼稚園教諭養成校 東京大学 小学校教諭養成校 

連携 連携 

研究・実践・発展 



氏名 所属・団体名

遠藤　利彦
東京大学大学院教育学研究科附属
発達保育実践政策学センター　センター長

北　篤司 金沢市社会福祉協議会保育部会　部会長

木村　昭仁 全国認定こども園協会金沢地区会　会長

小林　郁代 金沢市立小学校校長会（金沢市立長田町小学校　校長）

虹釜　和昭 北陸学院大学人間総合学部子ども教育学科　教授

滝口　圭子 金沢大学人間社会研究域学校教育系　教授

◎ 田邊　俊治 金沢学院大学文学部教育学科　教授

野口　弘 金沢市教育長

開　仁志 金沢星稜大学人間科学部こども学科　教授

源　恭子 石川県私立幼稚園協会金沢支部　支部長

山田　啓之 金沢市福祉局長

米川　祥子 金城大学短期大学部幼児教育学科　准教授

（◎は座長）

４．開設に向けた検討内容  

（１）検討内容 

○ 幼児教育センターの機能と体制に関すること 

○ 幼稚園教諭及び保育士に対する研修及び相談業務に関すること 

○ 発達段階の連続性を踏まえた教育カリキュラムに関すること 

○ 幼児教育アドバイザーの体制、役割及び養成方法に関すること 

○ その他 

 

（２）想定される主な事業 

○ 幼児教育・保育推進事業 

○ 保育士・幼稚園教諭研修事業 

○ 発達・子育て相談支援事業     など 

 

５．作業部会の設置と今後の予定 

（１）検討体制（案） 

本検討会の下に、「研修体制検討作業部会」「教育カリキュラム策定作業部会」の 

２つの作業部会を設置し、詳細について検討する。 

 

（２）今後の予定（案） 

第２回  ７月  作業部会案の検討 

第３回 １０月  作業部会案の検討 

第４回 １１月  中間とりまとめ 

第５回  ２月  最終とりまとめ       ＊ 作業部会は適宜実施 

 

６．委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 


